
一
三
三
連
隊
通
信
隊
長
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。

陸
軍
の
最
後
」
を
始
め
幾
多
の
戦
記
は
、

「
ビ
ル
マ
戦
の
再
現
、
重
傷
者
に
自
決
の
手

午
前
三
時
ご
ろ
「
隊
長
”
~

ほ
し
よ
う

怪
し
い
者
が
来
ま
す
」
と
の
歩
哨
の
警
報
に
、
仮
眠
中

あ
ぜ

の
隊
員
を
屋
外
に
展
開
さ
せ
、
私
は
拳
銃
を
手
に
畦
道
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
。
星
一
っ

た
い
ま
つ

な
い
暗
黒
の
山
道
を
松
明
先
頭
に
、
数
名
の
黒
い
影
が
登
っ
て
来
る
。
十
数
米
に
迫
っ

た
時
「
誰
か
I
I
~
」
裂
吊
の
気
合
を
込
め
て
私
は
「
誰
何
」
し
た
。
松
明
は
宙
に
飛
ん
で
、

田
圃
の
中
に
消
え
、
―
つ
の
影
が
脱
兎
の
如
く
逃
げ
去
り
、
あ
と
に
老
婆
と
妊
婦
が
腰

を
抜
か
し
た
よ
う
に
跨
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
五
月
の
花
江
作
戦
中
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
作
戦
は
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
ビ
ル
マ
の
敗
戦
と
、
度
重
な
る
本
土
爆
撃
等
の
情

勢
の
中
で
、
重
慶
の
玄
関
と
い
わ
れ
、
米
空
軍
基
地
で
あ
る
花
江
を
占
領
し
、
重
慶
攻

略
の
橋
頭
保
に
す
る
と
云
う
極
め
て
無
謀
な
も
の
で
、
戦
後
、
伊
藤
正
徳
氏
の
「
帝
国

櫂
弾
、
日
本
軍
惨
め
な
敗
走
」
等
々
と
評
し
た
。

ふ
さ
が

花
江
前
面
は
、
二
千
米
級
の
峻
瞼
雪
峯
山
脈
が
立
ち
塞
り
、
我
が
軍
の
持
つ
地
図
は
、

中
国
製
の
不
正
確
甚
だ
し
い
も
の
で
、
加
え
て
当
時
の
制
空
権
は
完
全
に
米
中
軍
に
あ

り
、
昼
間
行
動
を
避
け
て
森
林
に
隠
れ
て
い
る
我
が
軍
に
、
苛
烈
な
銃
撃
と
、
ド
ラ
ム

し
つ
よ
う

カ
ン
投
下
に
よ
る
焼
夷
攻
撃
が
執
拗
に
行
な
わ
れ
た
。

私
は
、
前
々
年
の
「
常
徳
作
戦
」
と
前
年
の
「
南
支
の
旅
順
戦
」
と
云
わ
れ
た
四
十

こ
う
よ
う

有
余
日
の
地
獄
の
「
衡
陽
攻
略
戦
」
と
に
連
続
し
て
、
感
状
を
受
け
た
栄
光
の
歩
兵
第

敵

中

ヽ

お

産

の

手

伝

い

こ
の
家
で
仮
眠
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

連
隊
は
、
天
瞼
雪
峰
山
中
で
、
十
数
倍
の
敵
と
、
米
国
機
の
執
拗
な
攻
撃
に
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
、
花
江
前
面
の
最
強
抵
抗
線
で
あ
る
天
台
界
に
進
出
し
た
。
し
か
し
我
が
連

は
ば

隊
の
両
翼
兵
団
は
、
有
力
な
敵
に
阻
ま
れ
て
五
十
キ
ロ
も
後
方
に
あ
り
、
最
左
翼
の
関

根
支
隊
の
独
立
大
隊
全
滅
の
悲
報
も
入
っ
て
来
る
。
ま
さ
に
師
団
全
滅
の
危
機
に
直
面

加
川
連
隊
長
は
、
万
一
に
備
え
て
、
軍
旗
奉
焼
の
ガ
ソ
リ
ン
の
準
備
を
命
じ
て
い
た
。

第
一
大
隊
長
負
傷
、
第
十
一
中
隊
長
他
中
小
隊
長
戦
死
の
報
告
が
相
つ
ぐ
う
ち
、
第
三

大
隊
と
の
無
線
連
絡
が
不
通
と
な
り
、
私
に
有
線
電
話
の
架
設
が
下
令
さ
れ
た
。
直
接

第
二
分
隊
を
指
揮
し
て
出
発
し
た
の
は
、
夜
の
十
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。

し
れ
つ

彼
我
の
銃
砲
声
は
熾
烈
を
極
め
る
な
か
で
、
敵
の
チ
エ
ッ
コ
製
機
関
銃
独
特
の
音
が
、

四
方
か
ら
聞
こ
え
て
、
敵
味
方
の
方
向
区
別
が
つ
か
な
い
。
敵
に
い
つ
遭
遇
す
る
か
も

知
れ
な
い
。
右
手
に
拳
銃
を
持
ち
つ
つ
先
頭
を
進
む
。
何
時
間
か
た
っ
て
、
銃
砲
声
も

小
康
を
得
た
頃
、
崖
下
に
一
軒
家
が
あ
っ
た
。
早
朝
の
架
線
の
方
が
有
効
と
判
断
し
て
、

さ
き
程
、
松
明
を
捨
て
て
逃
げ
た
の
は
農
夫
ら
し
く
、
昼
間
の
戦
闘
を
避
け
て
、
夜

間
我
が
家
に
も
ど
っ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
恐
れ
る
老
婆
と
妊
婦
を
優
し
く
家
の
奥
へ

入
れ
て
や
っ
た
。
老
婆
は
身
の
安
全
と
、
嫁
の
出
産
の
間
近
い
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

私
は
も
ど
か
し
い
会
話
で
安
心
す
る
よ
う
伝
え
、
兵
隊
に
は
早
い
出
発
に
備
え
て
、
ニ

し
て
い
た
。

伊

藤

信

（
大
穴
北

•
6
8歳
）
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中
で
は
な
い
か
。
ほ
っ
と
す
る
や
ら
、
気
が
抜
け
る
や
ら
で
あ
る
。

タ
ン 「

オ
ギ
ャ
ー
オ
ギ
ャ
ー
」
突
然
元
気
な
産
声
で
あ
る
。
そ
れ
／
．
お
湯
だ
、
タ
ラ
イ
だ
、

ボ
ロ
布
だ
、
と
大
騒
ぎ
で
あ
る
。
物
蔭
か
ら
老
婆
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
渡
し
て
や
る
。
老
婆

シ
ニ
シ
ェ

は
「
謝
々
」
と
手
を
合
せ
て
喜
ん
で
い
る
。

ま
っ
た
だ
な
か

こ
の
激
戦
場
の
真
直
中
で
、
今
新
し
い
生
命
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
何
の
罪
も
な

い
中
国
農
民
の
子
供
が
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
「
生
と
死
」
に
直
面
し
た
感
動

の
一
瞬
で
あ
っ
た
。

も
や

そ
の
時
で
あ
る
。
よ
う
や
く
白
み
か
け
た
朝
諜
を
つ
い
て
、
崖
の
上
で
「
タ
ン
タ
ン

タ
ン
タ
ン
タ
ン
」
と
例
の
チ
ェ
コ
銃
声
で
あ
る
。
敵
が
真
上
に
居
る
の
だ
。

「
よ
し
、
こ
の
銃
を
分
捕
る
ぞ
」
と
兵
三
名
を
つ
れ
て
、
敵
の
背
後
で
あ
る
竹
藪
を
そ
っ

と
登
っ
て
行
く
。
軍
刀
も
、
銃
剣
も
青
白
く
光
り
、
鬼
気
迫
る
瞬
間
で
あ
る
。

の
ぞ

よ
う
や
く
崖
上
に
手
が
と
ど
き
、
そ
っ
と
覗
く
と
な
ん
と
、
友
軍
が
分
捕
銃
で
攻
撃

目
指
す
大
隊
本
部
は
、
近
く
の
く
ぼ
地
に
あ
り
、
や
っ
と
の
こ
と
で
連
隊
長
と
大
隊

長
と
の
電
話
連
絡
に
成
功
し
た
。
こ
の
時
の
大
隊
長
の
敵
状
報
告
が
、
方
面
軍
司
令
部

の
「
サ
止
江
作
戦
中
止
決
定
」
の
重
要
情
報
と
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。

撤
退
戦
の
惨
状
は
又
筆
舌
に
は
つ
く
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
隣
接
の
第
一

0
九
連
隊
の
壮
絶
さ
は
、
さ
な
が
ら
ビ
ル
マ
敗
退
戦
の
再
現
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な

か
ろ
う
。

戦
後
す
で
に
、
四
十
有
余
年
が
過
ぎ
た
。
幾
多
戦
友
の
死
は
、
年
月
の
流
れ
と
と
も

に
、
無
情
に
も
忘
却
さ
れ
て
行
く
。
遠
く
祖
国
を
離
れ
た
南
中
国
の
雪
峰
山
中
に
、
今

さ
ら

な
お
白
骨
を
晒
す
英
霊
を
想
う
と
き
、
唯
々
冥
福
を
祈
る
の
み
で
あ
る
。

あ
の
敵
中
の
一
軒
家
で
生
ま
れ
た
坊
や
も
、
今
は
す
っ
か
り
立
派
な
農
民
と
な
り
、

あ
の
家
と
田
畑
を
守
り
、
平
和
に
生
活
し
て
い
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
、
信
じ
且
つ
願
っ

食
分
の
炊
飯
を
さ
せ
て
い
る
と
き
で
あ
る
。

て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。
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